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(57)【要約】

【課題】様々な方向から飛来する雨滴を好適に遮ること

が可能であり、かつ、二人で使用した場合であっても雨

に打たれ難い傘を提供すること。

【解決手段】傘Ｕは、シャフト１と、シャフト１の上端

部から放射状に張り出す複数の親骨２と、親骨２に張設

された傘布４と、傘布４の外周部の全周から垂れ下がる

透明カーテン５と、を備える。透明カーテン５の下端縁

は、シャフト１の下端よりも下方に位置させることが好

ましい。また、透明カーテン５の下端縁に錘６を取り付

けてもよい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 シ ャ フ ト と 、

　 前 記 シ ャ フ ト の 上 端 部 か ら 放 射 状 に 張 り 出 す 複 数 の 親 骨 と 、

　 前 記 親 骨 に 張 設 さ れ た 傘 布 と 、

　 前 記 傘 布 の 外 周 部 の 全 周 か ら 垂 れ 下 が る 透 明 カ ー テ ン と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 傘

。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 下 端 縁 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 下 端 よ り も 下 方 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 下 端 縁 に 取 り 付 け ら れ た 錘 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

１ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 一 部 に 通 気 口 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求

項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン は 、 一 枚 の シ ー ト か ら な り 、

　 前 記 シ ー ト の 一 方 の 側 端 縁 に 対 し て 他 方 の 側 端 縁 を 係 止 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン は 、 複 数 枚 の シ ー ト か ら な り 、

　 一 の 前 記 シ ー ト の 側 端 縁 に 対 し て 隣 接 す る 他 の 前 記 シ ー ト の 側 端 縁 を 係 止 可 能 で あ る こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン は 、 着 脱 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ

か 一 項 に 記 載 の 傘 。

【 請 求 項 ８ 】

　 透 明 部 を 有 す る シ ー ト と 、

　 前 記 シ ー ト の 縁 部 に 設 け ら れ た 係 止 手 段 と を 有 す る 透 明 カ ー テ ン で あ っ て 、

　 前 記 係 止 手 段 は 、 傘 布 の 外 周 部 お よ び 親 骨 の 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 着 脱 可 能

で あ り 、

　 前 記 シ ー ト は 、 傘 を 開 い た 状 態 で 円 筒 状 を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 傘 用 透 明 カ ー テ ン 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 傘 お よ び 傘 用 透 明 カ ー テ ン に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 背 中 に 背 負 っ た リ ュ ッ ク サ ッ ク 等 に 雨 が 降 り 掛 か る こ と を 防 止 す る 傘

が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 傘 は 、 複 数 の 親 骨 に 張 設 さ れ た 傘 布 と 、 傘 布 の 外 周 部 の 一 部 分 に

設 け ら れ た 雨 避 片 部 と を 備 え て い る 。 雨 避 片 部 は 、 傘 布 の 外 周 部 の 一 部 分 か ら 下 方 向 に 垂

れ 下 が っ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ２ １ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 特 許 文 献 １ の 傘 で は 、 雨 避 片 部 を 傘 布 の 半 周 に 設 け る 構 成 を 採 用 し て い る の で 、 例 え ば

雨 避 片 部 を 背 中 側 に 位 置 さ せ た 場 合 に は 、 前 方 あ る い は 側 方 か ら 飛 来 す る 雨 滴 を 遮 る こ と

が で き な い 。 ま た 、 一 本 の 傘 を 二 人 で 使 用 す る と 、 双 方 と も 身 体 の 一 部 （ 肩 や 腕 な ど ） が

傘 布 の 側 方 に は み 出 し て し ま う た め 、 一 人 で 使 用 す る 場 合 に 比 べ て 、 雨 に 濡 れ る 範 囲 が 増

大 し て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う な 観 点 か ら 、 本 発 明 は 、 様 々 な 方 向 か ら 飛 来 す る 雨 滴 を 好 適 に 遮 る こ と が 可 能

で あ り 、 か つ 、 二 人 で 使 用 し た 場 合 で あ っ て も 雨 に 濡 れ 難 い 傘 お よ び 傘 用 透 明 カ ー テ ン を

提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に 係 る 傘 は 、 シ ャ フ ト と 、 前 記 シ ャ フ ト の 上 端 部 か ら 放 射 状 に 張 り 出 す 複 数 の 親

骨 と 、 前 記 親 骨 に 張 設 さ れ た 傘 布 と 、 前 記 傘 布 の 外 周 部 の 全 周 か ら 垂 れ 下 が る 透 明 カ ー テ

ン と 、 を 備 え る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 で は 、 傘 を 開 い た 際 に 透 明 カ ー テ ン が 筒 状 を 呈 す る よ う に な る の で 、 傘 の 使 用 者

を 透 明 カ ー テ ン で 取 り 囲 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 様 々 な 方 向 か ら

飛 来 す る 雨 滴 を 好 適 に 遮 る こ と が で き る 。 ま た 、 一 本 の 傘 を 二 人 で 使 用 す る な ど し て 、 身

体 の 一 部 （ 肩 や 腕 な ど ） が 傘 布 の 側 方 に は み 出 し た 場 合 で あ っ て も 、 身 体 が 透 明 カ ー テ ン

の 内 側 に 入 っ て い れ ば 、 雨 に 濡 れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 下 端 縁 は 、 前 記 シ ャ フ ト の 下 端 よ り も 下 方 に 位 置 さ せ る こ と が 好 ま

し い 。 こ の よ う に す る と 、 使 用 者 の 少 な く と も 上 半 身 の 大 部 分 を 透 明 カ ー テ ン で 取 り 囲 む

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 下 端 縁 に 錘 を 取 り 付 け て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 風 に よ る 透 明

カ ー テ ン の 捲 れ 上 が り を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン の 一 部 に 、 通 気 口 を 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 透 明 カ ー テ

ン 内 部 の 換 気 が 促 進 さ れ る の で 、 夏 期 等 に お い て は 、 蒸 れ や 暑 さ を 緩 和 す る こ と が で き る

。 ま た 、 透 明 カ ー テ ン 内 外 の 温 度 差 が 小 さ く な る の で 、 透 明 カ ー テ ン に 曇 り が 発 生 し 難 く

な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン を 一 枚 の シ ー ト で 形 成 す る 場 合 に は 、 前 記 シ ー ト の 一 方 の 側 端 縁 に 対

し て 他 方 の 側 端 縁 を 係 止 可 能 に 構 成 す る と よ い 。 こ の よ う に す る と 、 透 明 カ ー テ ン の 切 れ

目 （ す な わ ち 、 シ ー ト の 一 方 の 側 端 縁 と 他 方 の 側 端 縁 と の 合 わ せ 目 ） を 使 用 者 の 出 入 口 と

し て 利 用 で き る の で 、 透 明 カ ー テ ン の 内 部 空 間 に 対 し て ス ム ー ズ に 出 入 り す る こ と が 可 能

と な る 。

　 前 記 透 明 カ ー テ ン を 複 数 枚 の シ ー ト で 形 成 す る 場 合 に は 、 一 の 前 記 シ ー ト の 側 端 縁 に 対

し て 隣 接 す る 他 の 前 記 シ ー ト の 側 端 縁 を 係 止 可 能 に 構 成 す る と よ い 。 こ の よ う に す る と 、

透 明 カ ー テ ン の 切 れ 目 （ す な わ ち 、 シ ー ト 同 士 の 合 わ せ 目 ） を 使 用 者 の 出 入 口 と し て 利 用

で き る の で 、 透 明 カ ー テ ン の 内 部 空 間 に 対 し て ス ム ー ズ に 出 入 り す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 透 明 カ ー テ ン は 、 着 脱 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 雨 の 強 弱 に

応 じ て 透 明 カ ー テ ン の 使 用 ・ 不 使 用 を 選 択 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る 傘 用 透 明 カ ー テ ン は 、 透 明 部 を 有 す る シ ー ト と 、 前 記 シ ー ト の 縁 部 に 設 け

ら れ た 係 止 手 段 と を 有 す る 透 明 カ ー テ ン で あ る 。 前 記 係 止 手 段 は 、 傘 布 の 外 周 部 お よ び 親

骨 の 先 端 部 の 少 な く と も 一 方 に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 前 記 シ ー ト は 、 傘 を 開 い た 状 態 で

円 筒 状 を 呈 す る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 傘 用 透 明 カ ー テ ン を 傘 に 取 り 付 け れ ば 、 様 々 な 方 向 か ら 飛 来 す る 雨 滴 を 好

適 に 遮 る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る 傘 お よ び 傘 用 透 明 カ ー テ ン に よ れ ば 、 様 々 な 方 向 か ら 飛 来 す る 雨 滴 を 好 適

に 遮 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 傘 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 透 明 カ ー テ ン を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 傘 Ｕ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 シ ャ フ ト １ と 、 複 数 の 親 骨 ２ ， ２

， … と 、 複 数 の 受 け 骨 ３ ， ３ ， … と 、 傘 布 ４ と 、 透 明 カ ー テ ン ５ と 、 錘 ６ と を 備 え て い る

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 シ ャ フ ト １ は 、 傘 Ｕ の 心 棒 で あ る 。 シ ャ フ ト １ の 材 質 に 制 限 は な い が 、 耐 風 性 を 高 め る

観 点 か ら 、 金 属 （ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 ス テ ン レ ス 鋼 な ど ） に て 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。

シ ャ フ ト １ に は 、 上 ロ ク ロ １ ａ 、 下 ロ ク ロ １ ｂ お よ び ハ ン ド ル １ ｃ が 取 り 付 け ら れ て い る

。

　 上 ロ ク ロ １ ａ は 、 親 骨 ２ に 接 続 さ れ る 部 材 で あ り 、 シ ャ フ ト １ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ

て い る 。 下 ロ ク ロ １ ｂ は 、 上 ロ ク ロ １ ａ と ハ ン ド ル １ ｃ と の 間 に お い て 上 下 に ス ラ イ ド 可

能 で あ る 。 ハ ン ド ル １ ｃ は 、 持 ち 手 と な る 部 位 で あ り 、 シ ャ フ ト １ の 下 端 部 に 取 り 付 け ら

れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 親 骨 ２ ， ２ ， … は 、 傘 布 ４ を 支 持 す る 部 材 で あ り 、 シ ャ フ ト １ の 上 端 部 か ら 放 射 状 に 張

り 出 し て い る 。 親 骨 ２ の 基 端 部 は 、 上 ロ ク ロ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 受 け 骨 ３ ， ３ ， … は 、 シ ャ フ ト １ の 中 間 部 か ら 放 射 状 に 張 り 出 し て い る 。 受 け 骨 ３ は 、

親 骨 ２ の 中 間 部 を 支 持 す る 部 材 で あ る 。 受 け 骨 ３ の 基 端 部 は 、 下 ロ ク ロ １ ｂ に 接 続 さ れ て

お り 、 受 け 骨 ３ の 先 端 部 は 、 親 骨 ２ の 中 間 部 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 傘 布 ４ は 、 複 数 の 親 骨 ２ ， ２ … に 張 設 さ れ て い る 。 傘 布 ４ の 外 周 部 に は 、 係 止 手 段 ４ ａ

が 設 け ら れ て い る 。 係 止 手 段 ４ ａ に は 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 上 縁 部 が 係 止 さ れ る 。 本 実 施 形

態 の 係 止 手 段 ４ ａ は 、 ル ー プ 状 に 起 毛 さ せ た 面 フ ァ ス ナ ー （ 雌 側 面 フ ァ ス ナ ー ） で あ り 、

傘 布 ４ の 下 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 透 明 カ ー テ ン ５ を 取 り 外 し た 状

態 で 傘 布 ４ を 使 用 し た 際 に 、 頭 髪 が 面 フ ァ ス ナ ー に 絡 み に く く な る 。 な お 、 係 止 手 段 ４ ａ

は 、 接 着 、 溶 着 、 縫 着 等 の 手 段 に よ り 、 傘 布 ４ に 固 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 透 明 カ ー テ ン ５ は 、 傘 布 ４ の 外 周 部 の 全 周 か ら 垂 れ 下 が っ て い て 、 筒 状 を 呈 し て い る 。

透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 は 、 シ ャ フ ト １ の 下 端 よ り も 下 方 に 位 置 す る 。 透 明 カ ー テ ン ５ の

長 さ は 、 使 用 者 の 身 長 等 に 応 じ て 適 宜 設 定 す れ ば よ い が 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ャ フ ト １ の

２ 倍 以 上 の 長 さ に 設 定 し て い る 。 透 明 カ ー テ ン ５ の 上 端 縁 は 、 傘 布 ４ の 下 面 側 に 位 置 し て

い る 。 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 傘 布 ４ の 外 周 縁 か ら 滴 り 落 ち る 雨 粒 が 透 明 カ ー テ ン ５ の

内 側 に 入 り 難 く な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 透 明 カ ー テ ン ５ は 、 傘 布 ４ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、

透 明 カ ー テ ン ５ は 、 透 明 部 を 有 す る シ ー ト か ら な る 。 当 該 シ ー ト の 上 縁 部 （ 透 明 カ ー テ ン

５ の 上 縁 部 ） に は 、 傘 布 ４ の 係 止 手 段 ４ ａ と 着 脱 可 能 に 係 合 す る 係 止 手 段 ５ ａ が 設 け ら れ
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て い る 。 本 実 施 形 態 の 係 止 手 段 ５ ａ は 、 フ ッ ク 状 に 起 毛 さ せ た 面 フ ァ ス ナ ー （ 雄 側 面 フ ァ

ス ナ ー ） で あ り 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 上 端 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 透 明 カ ー テ ン ５ を 構 成 す る シ ー ト 全 体 を 透 明 と し た が 、 視 認 性

を 確 保 す る た め に 必 要 な 範 囲 に 透 明 部 を 有 し て い れ ば 、 シ ー ト の 一 部 に 模 様 、 色 彩 、 反 射

シ ー ト 等 を 付 し て も よ い 。

　 ま た 、 係 止 手 段 ４ ａ ， ５ ａ の 種 類 に 制 限 は な く 、 ス ナ ッ プ 、 磁 石 、 紐 な ど を 使 用 す る こ

と も で き る 。 ま た 、 係 止 手 段 ４ ａ ， ５ ａ の 一 方 を ボ タ ン や フ ッ ク 等 の 留 め 具 と し 、 他 方 を

穴 （ ボ タ ン ホ ー ル な ど ） と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 透 明 カ ー テ ン ５ は 、 矩 形 状 の シ ー ト か ら 構 成 さ れ て い る が 、 傘 布 ４ に 取 り 付 け ら れ た 状

態 で は 、 筒 状 を 呈 し て い る （ 図 １ 参 照 ） 。 透 明 カ ー テ ン ５ を 構 成 す る シ ー ト は 、 傘 布 ４ に

取 り 付 け た と き に 一 方 の 側 端 縁 と 他 方 の 側 端 縁 と が 重 複 （ ラ ッ プ ） し 得 る 長 さ を 備 え て い

て 、 一 方 の 側 端 縁 に 対 し て 他 方 の 側 端 縁 を 係 止 可 能 で あ る 。 シ ー ト の 一 方 の 側 端 縁 お よ び

他 方 の 側 端 縁 に は 、 互 い に 係 合 す る 係 止 手 段 ５ ｂ ， ５ ｃ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 係 止 手 段

５ ｂ ， ５ ｃ の 種 類 に 制 限 は な く 、 面 フ ァ ス ナ ー 、 ス ナ ッ プ 、 磁 石 、 紐 な ど か ら 適 宜 な も の

を 選 択 す る こ と が で き る 。 ま た 、 係 止 手 段 ５ ｂ ， ５ ｃ の 一 方 を ボ タ ン や フ ッ ク 等 の 留 め 具

と し 、 他 方 を 穴 （ ボ タ ン ホ ー ル な ど ） と し て も よ い 。

　 な お 、 透 明 カ ー テ ン ５ を 構 成 す る シ ー ト の 材 質 に 制 限 は な い が 、 可 撓 性 を 有 す る 合 成 樹

脂 製 （ 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ー ル 製 ） で あ れ ば 、 不 使 用 時 に 折 り 畳 む 又 は 丸 め る こ と が で

き る の で 、 好 適 で あ る 。 ま た 、 一 枚 の シ ー ト で 透 明 カ ー テ ン ５ を 構 成 し て も よ い し 、 複 数

枚 の シ ー ト を 傘 布 ４ の 周 方 向 に 連 ね る こ と で 透 明 カ ー テ ン ５ を 構 成 し て も よ い 。 透 明 カ ー

テ ン ５ を 複 数 枚 の シ ー ト で 形 成 す る 場 合 に は 、 各 シ ー ト の 側 端 縁 に 係 止 手 段 を 設 け 、 一 の

シ ー ト の 側 端 縁 に 対 し て 隣 接 す る 他 の シ ー ト の 側 端 縁 を 係 止 可 能 に す る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 透 明 カ ー テ ン ５ の 一 部 に は 、 通 気 口 ５ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 通 気 口 ５ ｄ に は 、 網 状 部 材

が 取 り 付 け ら れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 対 向 す る 部 位 に 一 対 の 通 気 口

５ ｄ ， ５ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 透 明 カ ー テ ン ５ 内 の 空 気 の 流 れ が ス ム

ー ズ に な る 。 な お 、 通 気 口 ５ ｄ の 数 、 位 置 、 大 き さ 等 に 制 限 は な い 。 例 え ば 、 多 数 の 小 孔

を 通 気 口 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 錘 ６ は 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 本 実 施 形

態 で は 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 の 全 周 に 亘 っ て 線 状 の 錘 ６ を 設 け て い る 。 錘 ６ は 、 接 着

、 溶 着 、 縫 着 等 の 手 段 に よ り 、 透 明 カ ー テ ン ５ に 固 定 す れ ば よ い 。 な お 、 錘 ６ の 材 質 、 重

量 等 に 制 限 は な い 。 ま た 、 複 数 の 錘 を 点 在 さ せ て も よ い し 、 断 続 的 に 配 置 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 傘 Ｕ に よ れ ば 、 透 明 カ ー テ ン ５ が 筒 状 を 呈 す る よ う に な る の で 、 傘 Ｕ

の 使 用 者 を 透 明 カ ー テ ン ５ で 取 り 囲 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 傘 Ｕ に よ れ ば 、 様 々 な

方 向 か ら 飛 来 す る 雨 滴 を 好 適 に 遮 る こ と が で き る 。 ま た 、 一 本 の 傘 Ｕ を 二 人 で 使 用 し た 場

合 で あ っ て も 、 両 者 と も 透 明 カ ー テ ン ５ の 内 側 に 入 っ て い れ ば 、 傘 布 ４ の 側 方 に は み 出 し

た 部 分 に つ い て も 、 雨 に 濡 れ る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 が シ ャ フ ト １ の 下 端 よ り も 下 方 に 位 置 し て い る の で 、 使

用 者 の 上 半 身 の 大 部 分 を 透 明 カ ー テ ン ５ で 囲 む こ と が で き る 。 特 に 本 実 施 形 態 で は 、 透 明

カ ー テ ン ５ の 長 さ が シ ャ フ ト １ の ２ 倍 以 上 に 設 定 さ れ て い る の で 、 使 用 者 の 上 半 身 に 加 え

て 、 臀 部 や 大 腿 部 を も 透 明 カ ー テ ン ５ で 囲 む こ と が で き る 。 ま た 、 身 長 差 が 大 き い 二 人 （

例 え ば 、 大 人 と 子 供 ） で 一 本 の 傘 Ｕ を 使 用 し た と き に は 、 身 長 の 高 い 者 だ け で な く 、 身 長

の 低 い 者 を も 透 明 カ ー テ ン ５ で 囲 む こ と が で き る 。 な お 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 長 さ を 大 き く

す れ ば す る ほ ど 、 使 用 者 に 向 け て 飛 来 す る 雨 滴 を 好 適 に 遮 る こ と が で き 、 一 本 の 傘 Ｕ を 身

長 差 の 大 き い 二 人 で 使 用 す る 場 合 に あ っ て は 、 背 の 低 い 者 に 向 け て 飛 来 す る 雨 滴 を も 好 適

に 遮 る こ と が で き る 。 例 え ば 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 長 さ を 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 が 大 人
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の 膝 下 や 足 首 に 達 す る よ う な 長 さ に 設 定 す れ ば 、 大 人 が 把 持 し た 傘 Ｕ に 子 供 （ 幼 児 や 児 童

） が 入 っ た と き に 、 子 供 の 臀 部 や 大 腿 部 を も 透 明 カ ー テ ン ５ で 囲 む こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 下 端 縁 に 錘 ６ が 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 風 に よ る 透 明 カ ー

テ ン ５ の 捲 れ 上 が り を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 一 部 に 通 気 口 ５ ｄ が 形 成 さ れ て い る の で 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 内

部 の 換 気 が 促 進 さ れ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 夏 期 等 に お い て は 、 蒸 れ や 暑 さ を 緩 和 す る こ

と が で き る 。 ま た 、 通 気 口 ５ ｄ を 通 じ て 換 気 が 促 進 さ れ る の で 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 内 外 の

温 度 差 が 小 さ く な り 、 ひ い て は 、 透 明 カ ー テ ン ５ に 曇 り が 発 生 し 難 く な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 傘 Ｕ に よ れ ば 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 切 れ 目 （ す な わ ち 、 シ ー ト の 一 方 の 側 端 縁 と 他

方 の 側 端 縁 と の 合 わ せ 目 ） が 出 入 口 と な る の で 、 透 明 カ ー テ ン ５ の 内 部 空 間 に ス ム ー ズ に

出 入 り す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 透 明 カ ー テ ン ５ を 着 脱 で き る の で 、 雨 の 強 弱 に 応 じ て 透 明 カ ー テ ン ５ の 使 用 ・ 不 使 用 を

選 択 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 傘 布 ４ に 係 止 手 段 ４ ａ を 設 け 、 傘 布 ４ に

対 し て 透 明 カ ー テ ン ５ を 着 脱 す る 構 成 を 例 示 し た が 、 親 骨 ２ の 先 端 に 係 止 手 段 （ 図 視 略 ）

を 設 け 、 親 骨 ２ に 対 し て 透 明 カ ー テ ン ５ を 着 脱 す る 構 成 と し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

Ｕ 　 　 傘

１ 　 　 シ ャ フ ト

２ 　 　 親 骨

３ 　 　 受 け 骨

４ 　 　 傘 布

５ 　 　 透 明 カ ー テ ン

５ ｄ 　 通 気 口

６ 　 　 錘
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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